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C on te n tsGreen Ishikawa

● ＪＡ全農　中期計画（令和４～６年度）
　ならびに令和４年度事業計画のあらまし
● 石川県本部 令和４年度事業計画
● エアリーフローラ
  ～旅立ちを祝う花、花言葉は「希望」～

● 北陸朝日放送×マルエー×奥能登原木しいたけ
 「のと115」 デジタル販促の実施
● ルビーロマン研究会発足１５周年記念碑の建立
● みのる食堂 三越銀座店で「石川県産食材フェア」を開催
● 「つくろう！ ふやそう！！ 園芸産地！！！」
　いしかわ園芸振興推進本部委員会 開催
● 農機お買得市の開催

▶News&Topics

●ＪＡホーム新築住宅のご紹介　● 米心石川 「春の新商品」好評販売中！！！•アレンジレシピキャンペーン
● 肉匠Jade金沢 ５周年　● ひゃくまんぞく亭 １周年　●ひゃくまん穀春のキャンペーン 

▶お知らせほか
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N e w s ＆ T o p i c s

１．多様な労働力の確保や実践型研修農場を活用
した担い手育成、畜舎賃貸事業の拡充を通じた
家族経営への支援、およびＪＡ出資型法人等へ
の出資などによる地域の農畜産物の生産支援
２．消費者ニーズや地域性・収益性をふまえた生
産者への最適な生産提案の強化と、ＴＡＣ活動
などを通じた担い手経営体への対応力強化
３．生産拡大・品質向上に資する革新的な技術・
商品の開発、および子実用トウモロコシや果樹
の高密植栽培などの栽培実証・普及
４．地域の農業用施設の整備、および生産者に資
材・飼料を効率的に供給するための配送体制の
構築

①生産振興

１．冷凍青果物工場など農畜産物流通に必要なイ
ンフラの整備と、共同配送や統一フレキシブル
コンテナの普及等による物流合理化
２．地域や品目を横断した総合営業体制の構築と
実需者への営業強化による販売拡大
３．全農グループ会社や他企業等との連携によ
る、国産原材料を使用した魅力ある商品開発
４．「ＪＡタウン」や全農グループ直営飲食店舗
などの多様な販売チャネル、情報発信の強化に
よる国産農畜産物の消費拡大

②食農バリューチェーンの構築

１．海外ニーズを反映したマーケットインの取り
組みや実需者とのアライアンス、積極的投資を
基本戦略とする輸出事業の拡大
２．海外原料の安定調達に向けた海外グループ会
社における集荷網の拡充とサプライチェーンの
強化
３．スマート農業技術等の需要開拓や日本産農畜
産物の知財権保護など、海外での新たな事業機
会の創出

③海外事業展開
１．組合員サービスの充実に向けた、生協やファ
ミリーマート等との企業連携、「ＪＡでんき」
やホームエネルギー事業などの新たな取り組み
強化
２．地域活性化に向けた「地産地消」のネット
ワークづくりやＥＶカーシェアリング事業の実
証など、スマートシティの基盤づくり
３．中山間地域を含めた宅配・移動購買車やＳ
Ｓ・ＬＰガスの供給体制などの強化による生
活・エネルギーインフラの維持

④地域共生・地域活性化

６つの全体戦略における具体策

・国内人口の減少・高齢化、農業就業者人口の加速度
的な減少
・耕作放棄地の拡大、１経営体あたりの耕地面積増加
・単身世帯・共働き世帯の増加、食の簡便化ニーズの
拡大
・新型コロナウイルス感染症による生活様式・消費形
態の変化
・海外人口の増加、肥料・飼料原料などの国際的な調
達競争激化
・ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）や「みどりの食料
システム戦略」への対応
・事業環境の変化や事業拡大に対応できる人材育成が
必要
・ＪＡ経済事業の基盤強化が急務

情勢認識

　①ＪＡと本会が情報を共有し、一体となっ
て生産者にベストな支援をおこなう

　②マーケットインを起点に、ＪＡグループと
しての食農バリューチェーンを構築する

　③地域の暮らしと食に貢献するとともに、
環境に配慮した事業をおこなう

2030年の全農グループのめざす姿

ＪＡ全農　中期計画（令和４～６年度）ならびに

持続可能な農業と食の提供のために
“なくてはならない全農”で

あり続ける
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１．耕畜連携や国内地域資源を活用した肥料の開
発、ＧＡＰ活動への支援など、地域性や実態を
ふまえた農業における環境負荷低減の取り組み
２．太陽光発電所や温室効果ガスの抑制をはかる
技術の開発など、脱炭素化の実現に向けた取り
組み
３．農業・食・環境の重要性を学ぶ食農教育や、
持続可能な農業の確立に向けた消費者理解の
醸成

⑤環境問題など社会的課題への対応

１．本会の機能発揮に必要な人材育成や人事制度
の構築、コンプライアンス体制の強化
２．全農グループ経営の強化に加え、事業競争力
強化に向けたグループ再編整備や他企業との事
業連携
３．ＪＡ経済事業の強化に向けた共同・広域事業
の展開による事業拡大、および業務効率化をは
かるシステム導入などの仕組み構築

⑥ＪＡグループ・全農グループの最適な事業体制の構築

１．コロナ禍にともなう社会的変容への対応
２．激甚化する自然災害からの復旧支援と災害への対応準備

３．重要家畜疾病対策の強化

災害などの危機管理への対応

2030年に向けた全体戦略

中長期の事業計画の体系図

令和４年度事業計画のあらまし

①生産振興
ＴＡＣ活動の強化や革新的な技術等による生産性向上、ＪＡ出資型法人への出資など、生産基盤の維持を
最重要課題として展開
②食農バリューチェーンの構築
集荷から販売まで一貫したバリューチェーン構築と国産原料を使用した商品開発、消費者への情報発信に
より、食料自給率と生産者所得向上に貢献
③海外事業展開
マーケットインの商品開発や実需者とのアライアンス、投資とリスク管理による輸出拡大、輸入原材料の
安定調達により、海外事業の成長戦略を展開
④地域共生・地域活性化
生活インフラの整備や再生可能エネルギーの普及など、地域のくらしや自然を守り、地域経済の活性化を
支援
⑤環境問題など社会的課題への対応
環境負荷低減や地域循環農業に向けた総合的・段階的な取り組み、脱炭素化に向けた未来型の商品・技術
開発を展開
⑥ＪＡグループ・全農グループの最適な事業体制の構築
多様な人材の確保や業務・事業体制の再構築、財務・投資の最適化、ＤＸ戦略の構築、ガバナンスの強化
などをグループが一体となって実施

経営理念
めざす姿
全体戦略
事業戦略

長　期（2030年）
中　期（３か年）
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N e w s & T o p i c s

Ⅰ．重点施策

石川県本部では、現３か年計画においては、「農業生産の拡大」、「販売力強化と県内産農畜産物の消費拡大」、
「トータルコストの低減」、「ＪＡ事業への支援拡充」、「事業シェアの拡大」を重点施策と位置付け、その目標達成
に向け取り組んできたところです。
次期３ヵ年計画の策定にあたり、生産現場では農業従事者の減少、農地の縮小、経営体の規模拡大が進み、消
費面では人口減少によるコメをはじめとした農畜産物の需要が減退し、ＪＡでは信用事業の収益低下により経営
収支が悪化するなど、事業を取り巻く環境は大変厳しい状況が続くものと思われます。
こうした厳しい状況に立ち向かっていくためには、以下の５項目を重点実施策として位置付け、目標達成に向
けてスピード感をもって取り組みます。

（米穀）
ア．需要に応じた主食用米の計画生産を推進する
とともに、水田活用米穀の需要確保に取り組み
ます。
イ．行政機関と連携して、麦・大豆の安定生産と
単収向上に取り組みます。
ウ．行政機関と連携し、県内種子場産地の供給力
維持に取り組みます。

（園芸）
エ．ＪＡグループ石川営農戦略室と連携し、生産
振興品目（ブロッコリー、かぼちゃ、たまねぎ、
白ねぎ、切り花葉ぼたん）、県ブランド品目
（ルビーロマン、加賀しずく、のとてまり・の
と１１５、エアリーフローラ）の生産・販売の
拡大に取り組みます。
オ．生産拡大と連動した園芸種苗センターにおけ
る優良種苗の安定生産に努めます。

（畜産）
カ．畜産農家の生産基盤維持・拡大のため、本会

実験農場の運営による能登牛の生産性向上の支
援強化と担い手の育成に取り組みます。
キ．生産拡大に向けた生産者の初期投資抑制を図
るため、リース式牛舎の導入による和牛子牛の
生産拡大に取り組みます。
ク．全農グループ直営農場設置により、能登豚の
生産基盤拡大と有利販売の実施に取り組みます。
（営農）
ケ．モデル実証の取組支援により、水稲麦大豆等
の２年３作体系等水田高度利用の取組を拡大し
ます。
コ．ＪＡ・行政と連携した「うまい・きれい石川
米づくり＋１運動」を展開し、優良事例の水平
展開を図ります。
（燃料）
サ．営農用燃料油のコスト低減対策を実施し、併
せて軽油免税制度の普及推進に取り組みます。

【生産振興と生産基盤の強化】

石川県本部  令和４年度事業計画

【石川県本部の５つの重点実施策】
①　生産振興と生産基盤の強化
②　需要開拓と販売力の強化
③　大規模経営体への総合的対応と事業競争力の強化

④　ＪＡへの支援拡充と最適な事業体制の構築
⑤　新たな事業領域の拡大

（米穀）
ア．県産米の販売推進体制を強化し、提案型推進
の展開により新規実需者への販路拡大に取り組
みます。
イ．ひゃくまん穀の生産拡大に応じた新規販路開
拓を進めるとともに、県産米ブランドの確立に
取り組みます。
ウ．百万石乃白に対する酒米メーカーからの評価
を的確にフィードバックし、栽培技術の確立に
努めるとともに、販売力強化と生産拡大に取り
組みます。
（園芸）
エ．重点量販店等、販売先を明確にした企画販売

を推進し、主要品目の契約取引や直接販売の拡
大を図ります。
オ．県産青果物の輸出拡大に取り組みます。
（畜産）
カ．能登牛の東京食肉市場への本格上場開始に伴
う実需者開拓のため、首都圏での販促活動や実
需者の産地招聘を実施します。
キ．県内外の販路を拡大し、新規顧客開拓による
能登牛・能登豚の取り扱い拡大に取り組みます。
ク．多様な販売先に対応するため、大規模パック
センターにおけるＨＡＣＣＰ認証取得に取り組
みます。

【需要開拓と販売力の強化】
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（米穀）
ア．大規模経営体への訪問推進を強化し、米心石
川との協調集荷・販売により共販率の向上に努
めます。
イ．ＪＡと実需者を結び付けた事前契約の拡大に
より、県産米の早期結び付けに取り組みます。
ウ．大規模経営体等と連携した多収性品種の生産
拡大に取り組みます。
エ．大規模経営体への主食用米・水田活用米穀の
総合的な提案推進により、ＪＡ集荷率の向上と
ＪＡ施設利用を促進します。
（園芸）
オ．パレット輸送システムの構築や鉄コンテナ輸
送の拡大、ならびに発泡スチロール資材の段
ボール化により、流通コストの低減に取り組み
ます。
（営農）
カ．農家手取り最大化の取組みによる多様な担い
手への経営改善を支援します。
キ．提案型推進や農業経営コンサル機能の発揮に
より、大規模経営体に対する支援を強化します。
（肥薬）
ク．大規模経営体への対応として、肥料満車直送、
農薬担い手規格の取り扱いを拡大します。 
ケ．省力化資材等コスト低減に向けた資材の普及
拡大を推進します。
コ．環境負荷の軽減を図りながら、コスト低減の

ためＢＢ肥料の取り扱いを拡大します。
サ．農薬の結集銘柄の取組みを強化し、取扱い
シェアの維持拡大を図ります。
（農機）
シ．共同購入トラクタ等低価格農機を導入促進し、
コスト低減に取り組みます。
ス．高度化・複雑化する農業機械について、ＴＡ
Ｃ等部門間連携により大規模経営体への推進を
強化します。
（建設）
セ．より高度で専門的な提案に資するため、広域
事業体制の整備・検討を進めます。
（燃料）
ソ．マスタープランの実践とＪＡ－ＳＳの運営強
化により取り扱いシェアの維持拡大に取り組み
ます。
タ．ＬＰガス小売機能強化によるシェアの維持拡
大、安全システムの普及拡大等による保安の高
度化に取り組みます。
チ．全国域燃料会社との広域事業体制を整備し、
事業競争力の強化を図ります。
（自動車）
ツ．重点販社銘柄の取り扱いシェアの拡大と中古
車の取扱拡大により事業競争力を強化します。
テ．ＪＡと一体となり営農車等拡販施策の拡充を
図ります。

【大規模経営体への総合的対応と事業競争力の強化】

（米穀）
ア．個袋のパレット保管・輸送等、効率的な保管
管理と物流体制の構築に物流会社と連携して取
り組みます。
イ．乾燥調製施設等のＪＡ域を超えた相互利用に
向けた提案推進を行うとともに、県本部連合倉
庫の増設を検討します。
（園芸）
ウ．既存施設の効率的な活用等、ＪＡ域を超えた
広域での集出荷販売体制の構築を進めます。
（営農）
エ．ＪＡと一体となった効率的な推進体制を構築
し、一斉訪問の同行推進等の支援を強化します。
（肥薬）
オ．受発注システムの整備を進めるとともに、農
家戸配送の広域化を推進します。
（ＪＡグリーン）
カ．Ａコープ店舗との連携や県内外の産直品によ
る更なる品揃え強化を図ります。

キ．業務改善や業態転換を含めたＪＡ産直・資材
店舗の運営見直しを提案します。
（農機）
ク．能登北部地区での一体運営の取組みによる事
業体制の拡充を図るとともに、他地区での一体
運営も提案します。
（建設）
ケ．効率的な施設利用に資するため、施設建設及
び再編提案等コンサル機能を発揮します。
（燃料）
コ．小売事業の県域燃料会社での運営等のＪＡへ
の提案、及び、県域子会社での受入れ体制の整
備を進めます。
サ．ＪＡ域を超えた広域灯油配送体制を提案し、
効率化とコスト削減に取り組みます。
（自動車）
シ．自動車販売・整備の拠点・機能集約による事
業体制の最適化を図るとともに、販売・整備一
体となった人材育成に取り組みます。

【ＪＡへの支援拡充と最適な事業体制の構築】

（米穀）
ア．国の輸出戦略に基づき、金沢港からの輸出体
制の整備等に取り組みます。
（畜産）
イ．包装肉事業の強化を図り、新規大規模パック
センターの設置により、付加価値を高めたうえで
能登牛・能登豚のブランド強化に取り組みます。
（燃料）
ウ． 石油・ガスに加え、ＪＡでんきの普及拡大を

図り、多様なエネルギーの提案に取り組みます。
エ．移動式ＳＳ等の次世代ＳＳの取組みについて
協議を進めます。
（自動車）
オ．マイカーリース、ネット販売等の新たな販売
形態の普及拡大に取り組み、若年層の対応強化
と新規需要を掘り起こします。

【新たな事業領域の拡大】
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Ⅰ．重点施策

石川県本部では、現３か年計画においては、「農業生産の拡大」、「販売力強化と県内産農畜産物の消費拡大」、
「トータルコストの低減」、「ＪＡ事業への支援拡充」、「事業シェアの拡大」を重点施策と位置付け、その目標達成
に向け取り組んできたところです。
次期３ヵ年計画の策定にあたり、生産現場では農業従事者の減少、農地の縮小、経営体の規模拡大が進み、消
費面では人口減少によるコメをはじめとした農畜産物の需要が減退し、ＪＡでは信用事業の収益低下により経営
収支が悪化するなど、事業を取り巻く環境は大変厳しい状況が続くものと思われます。
こうした厳しい状況に立ち向かっていくためには、以下の５項目を重点実施策として位置付け、目標達成に向
けてスピード感をもって取り組みます。

（米穀）
ア．需要に応じた主食用米の計画生産を推進する
とともに、水田活用米穀の需要確保に取り組み
ます。
イ．行政機関と連携して、麦・大豆の安定生産と
単収向上に取り組みます。
ウ．行政機関と連携し、県内種子場産地の供給力
維持に取り組みます。

（園芸）
エ．ＪＡグループ石川営農戦略室と連携し、生産
振興品目（ブロッコリー、かぼちゃ、たまねぎ、
白ねぎ、切り花葉ぼたん）、県ブランド品目
（ルビーロマン、加賀しずく、のとてまり・の
と１１５、エアリーフローラ）の生産・販売の
拡大に取り組みます。
オ．生産拡大と連動した園芸種苗センターにおけ
る優良種苗の安定生産に努めます。

（畜産）
カ．畜産農家の生産基盤維持・拡大のため、本会

実験農場の運営による能登牛の生産性向上の支
援強化と担い手の育成に取り組みます。
キ．生産拡大に向けた生産者の初期投資抑制を図
るため、リース式牛舎の導入による和牛子牛の
生産拡大に取り組みます。
ク．全農グループ直営農場設置により、能登豚の
生産基盤拡大と有利販売の実施に取り組みます。
（営農）
ケ．モデル実証の取組支援により、水稲麦大豆等
の２年３作体系等水田高度利用の取組を拡大し
ます。
コ．ＪＡ・行政と連携した「うまい・きれい石川
米づくり＋１運動」を展開し、優良事例の水平
展開を図ります。
（燃料）
サ．営農用燃料油のコスト低減対策を実施し、併
せて軽油免税制度の普及推進に取り組みます。

【生産振興と生産基盤の強化】

石川県本部  令和４年度事業計画

【石川県本部の５つの重点実施策】
①　生産振興と生産基盤の強化
②　需要開拓と販売力の強化
③　大規模経営体への総合的対応と事業競争力の強化

④　ＪＡへの支援拡充と最適な事業体制の構築
⑤　新たな事業領域の拡大

（米穀）
ア．県産米の販売推進体制を強化し、提案型推進
の展開により新規実需者への販路拡大に取り組
みます。
イ．ひゃくまん穀の生産拡大に応じた新規販路開
拓を進めるとともに、県産米ブランドの確立に
取り組みます。
ウ．百万石乃白に対する酒米メーカーからの評価
を的確にフィードバックし、栽培技術の確立に
努めるとともに、販売力強化と生産拡大に取り
組みます。
（園芸）
エ．重点量販店等、販売先を明確にした企画販売

を推進し、主要品目の契約取引や直接販売の拡
大を図ります。
オ．県産青果物の輸出拡大に取り組みます。
（畜産）
カ．能登牛の東京食肉市場への本格上場開始に伴
う実需者開拓のため、首都圏での販促活動や実
需者の産地招聘を実施します。
キ．県内外の販路を拡大し、新規顧客開拓による
能登牛・能登豚の取り扱い拡大に取り組みます。
ク．多様な販売先に対応するため、大規模パック
センターにおけるＨＡＣＣＰ認証取得に取り組
みます。

【需要開拓と販売力の強化】
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（米穀）
ア．大規模経営体への訪問推進を強化し、米心石
川との協調集荷・販売により共販率の向上に努
めます。
イ．ＪＡと実需者を結び付けた事前契約の拡大に
より、県産米の早期結び付けに取り組みます。
ウ．大規模経営体等と連携した多収性品種の生産
拡大に取り組みます。
エ．大規模経営体への主食用米・水田活用米穀の
総合的な提案推進により、ＪＡ集荷率の向上と
ＪＡ施設利用を促進します。
（園芸）
オ．パレット輸送システムの構築や鉄コンテナ輸
送の拡大、ならびに発泡スチロール資材の段
ボール化により、流通コストの低減に取り組み
ます。
（営農）
カ．農家手取り最大化の取組みによる多様な担い
手への経営改善を支援します。
キ．提案型推進や農業経営コンサル機能の発揮に
より、大規模経営体に対する支援を強化します。
（肥薬）
ク．大規模経営体への対応として、肥料満車直送、
農薬担い手規格の取り扱いを拡大します。 
ケ．省力化資材等コスト低減に向けた資材の普及
拡大を推進します。
コ．環境負荷の軽減を図りながら、コスト低減の

ためＢＢ肥料の取り扱いを拡大します。
サ．農薬の結集銘柄の取組みを強化し、取扱い
シェアの維持拡大を図ります。
（農機）
シ．共同購入トラクタ等低価格農機を導入促進し、
コスト低減に取り組みます。
ス．高度化・複雑化する農業機械について、ＴＡ
Ｃ等部門間連携により大規模経営体への推進を
強化します。
（建設）
セ．より高度で専門的な提案に資するため、広域
事業体制の整備・検討を進めます。
（燃料）
ソ．マスタープランの実践とＪＡ－ＳＳの運営強
化により取り扱いシェアの維持拡大に取り組み
ます。
タ．ＬＰガス小売機能強化によるシェアの維持拡
大、安全システムの普及拡大等による保安の高
度化に取り組みます。
チ．全国域燃料会社との広域事業体制を整備し、
事業競争力の強化を図ります。
（自動車）
ツ．重点販社銘柄の取り扱いシェアの拡大と中古
車の取扱拡大により事業競争力を強化します。
テ．ＪＡと一体となり営農車等拡販施策の拡充を
図ります。

【大規模経営体への総合的対応と事業競争力の強化】

（米穀）
ア．個袋のパレット保管・輸送等、効率的な保管
管理と物流体制の構築に物流会社と連携して取
り組みます。
イ．乾燥調製施設等のＪＡ域を超えた相互利用に
向けた提案推進を行うとともに、県本部連合倉
庫の増設を検討します。
（園芸）
ウ．既存施設の効率的な活用等、ＪＡ域を超えた
広域での集出荷販売体制の構築を進めます。
（営農）
エ．ＪＡと一体となった効率的な推進体制を構築
し、一斉訪問の同行推進等の支援を強化します。
（肥薬）
オ．受発注システムの整備を進めるとともに、農
家戸配送の広域化を推進します。
（ＪＡグリーン）
カ．Ａコープ店舗との連携や県内外の産直品によ
る更なる品揃え強化を図ります。

キ．業務改善や業態転換を含めたＪＡ産直・資材
店舗の運営見直しを提案します。
（農機）
ク．能登北部地区での一体運営の取組みによる事
業体制の拡充を図るとともに、他地区での一体
運営も提案します。
（建設）
ケ．効率的な施設利用に資するため、施設建設及
び再編提案等コンサル機能を発揮します。
（燃料）
コ．小売事業の県域燃料会社での運営等のＪＡへ
の提案、及び、県域子会社での受入れ体制の整
備を進めます。
サ．ＪＡ域を超えた広域灯油配送体制を提案し、
効率化とコスト削減に取り組みます。
（自動車）
シ．自動車販売・整備の拠点・機能集約による事
業体制の最適化を図るとともに、販売・整備一
体となった人材育成に取り組みます。

【ＪＡへの支援拡充と最適な事業体制の構築】

（米穀）
ア．国の輸出戦略に基づき、金沢港からの輸出体
制の整備等に取り組みます。
（畜産）
イ．包装肉事業の強化を図り、新規大規模パック
センターの設置により、付加価値を高めたうえで
能登牛・能登豚のブランド強化に取り組みます。
（燃料）
ウ． 石油・ガスに加え、ＪＡでんきの普及拡大を

図り、多様なエネルギーの提案に取り組みます。
エ．移動式ＳＳ等の次世代ＳＳの取組みについて
協議を進めます。
（自動車）
オ．マイカーリース、ネット販売等の新たな販売
形態の普及拡大に取り組み、若年層の対応強化
と新規需要を掘り起こします。

【新たな事業領域の拡大】
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Ⅱ．石川県本部における事業別実施具体策

【生産振興と販売力強化】
①生産振興品目（ブロッコリー、かぼちゃ、たまねぎ、
白ねぎ、切り花葉ぼたん）の生産・販売の拡大
②県ブランド品目（ルビーロマン、加賀しずく、の
とてまり・のと１１５、エアリーフローラ）の生
産・販売の拡大
③主要品目の販売力強化に向けた契約取引や直接販
売の拡大

④県産青果物の輸出拡大
⑤生産拡大と連動した園芸種苗センターにおける優
良種苗の安定生産

【集出荷体制の整備と出荷資材のコスト低減】
⑥将来に亘る広域集出荷体制の整備に向けた、運営
手法等の協議・検討
⑦パレット輸送システムの構築
⑧鉄コンテナ輸送の拡大による輸送コストの低減
⑨発泡スチロール資材の段ボール化による資材コス
トの低減

園 芸 事 業

米 穀 事 業
【県産米ブランドの確立と販売力の強化】
①県産米ブランド（ひゃくまん穀、百万石乃白）の
確立
②ひゃくまん穀の生産拡大に応じた新規販路開拓
③百万石乃白の生産拡大に向けた取り組みと販売力
の強化
④県産米推進体制の強化と提案型推進の展開
⑤ＪＡ・実需者結び付きによる事前契約の拡大
【需要に応じた計画生産と共販集荷体制の強化】
⑥主食用米の計画生産と水田活用米穀の需要確保
⑦輸出用米の取組拡大と輸出体制の確立
⑧大麦・大豆の安定生産および単収向上と需要開拓
に合わせた小麦の生産拡大

⑨米心石川との協調集荷・販売による共販率の向上
⑩物流会社と連携した効率的な保管管理と物流体制
の構築
⑪ＪＡ域を超えた乾燥調製施設の共同利用と県本部
連合倉庫の増設検討
⑫需要に応じた米・麦・大豆種子の安定生産
⑬行政機関と連携した県内種子場産地での供給力の
維持

【大規模経営体への対応強化】
⑭大規模経営体等と連携した多収性品種の生産拡大
⑮大規模経営体への主食・水活米の総合的提案推進
とコンサル機能確立
⑯大規模経営体との関係性強化によるＪＡ施設利用
推進

【生産基盤の維持・拡大と販売力強化】
①実験・実証農場の運営による能登牛の生産拡大お
よび生産性向上の支援強化と担い手育成
②リース式牛舎による和牛子牛の生産拡大
③能登牛の東京食肉市場への本格上場開始と実需者
の開拓

④全農グループ直営農場設置による能登豚の生産基
盤拡大と有利販売の実施

【食肉事業の販売力強化】
⑤新規開拓による販路拡大と能登牛・能登豚の取り
扱い拡大
⑥新規大規模パックセンターの設置と県外での営業
強化
⑦新包装形態によるギフト事業やｅコマース対応の強化

畜 産 事 業

営 農 対 策
【生産振興】
①「うまい・きれい石川米づくり＋１運動」を基本
とした品質向上運動の展開
②「ひゃくまん穀」の生産拡大に向けた生産者部会
の運営支援
③水稲＋大麦＋大豆等２年３作体系等水田高度利用
の取組拡大

【大規模経営体への総合的対応】
④農家手取り最大化の取組みによる多様な担い手へ
の経営改善支援
⑤リモートセンシング技術等を活用した栽培指導と
作業支援
⑥Ｚ－ＧＩＳの普及推進
⑦農機部門と連携した農業用ドローンによる省力
化・効率化技術の実証、提案

【ＪＡとの一体的な取り組み推進】
⑧一斉訪問等のＪＡ提案活動の支援強化

【ＢＢ肥料等のシェア拡大とコスト低減】
①ＢＢ肥料の取り扱い拡大によるコスト低減
②水稲除草剤・箱施薬剤の結集品目集約によるコス
トの低減
③肥料満車、農薬担い手規格等、担い手直送品目の
取扱拡大によるコスト低減とシェア向上
④被覆肥料における環境対策への対応強化

【ＪＡ事業への支援強化】
⑤受発注システムを活用したＪＡ配送コスト削減に
向けた農家戸配送の拡大と配送体制の整備
⑥Ａコープ店舗との連携や県内外の産直品による品
揃えの更なる強化
⑦業務改善や業態転換を含めたＪＡ産直・資材店舗
に対する運営体制の見直し等コンサル指導

肥料・農薬事業
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燃 料 事 業
【マスタープランの実践とＪＡ－ＳＳの運営力強化】
①チェーン会を軸としたキャンペーンによる競争力
強化
②ＳＳ最適配置（マスタープラン）の実践
③販売力強化に向けた老朽化機器等のリニューアル
促進
④移動式ＳＳ等次世代ＳＳの導入検討
【ＪＡガス販売力強化と保安の高度化】
⑤ＪＡ－ＬＰガスハートキャッチ活動拡大

⑥燃料転換等のＬＰガス販売力の強化
⑦安全化システムの普及促進
⑧保安指導による法令遵守の徹底
【ＪＡ燃料事業の基盤強化】
⑨事業譲受等に向けた体制整備による事業運営基盤
の強化
⑩ＪＡ域を超えた広域灯油配送体制確立による輸送
コストの低減
⑪電気事業（ＪＡでんき）の普及拡大

自 動 車 事 業
【販売・整備拠点集約等の体制整備】
①販売・整備拠点の集約と運営方法の整備
②近隣拠点間での連携による販売拡大やコスト削減
【効率的な拡販政策によるシェア拡大】
③買取未使用車の品揃え等、営農車での拡販政策の
拡充

④重点販社銘柄の取り扱いシェアの拡大と中古車の
取扱強化
⑤マイカーリース、ネット販売の取組など若年層へ
の対応強化
⑥販売・整備一体となった研修・コンテスト等人材
育成の支援

管 理 部 門
【経営管理の徹底】
①ＪＡ支援等施策管理の徹底
②協同会社の経営管理と支援強化
【県産農畜産物の消費拡大のための総合プロデュース】
③各メディアを利用した県産農畜産物の有効的な情
報の発信
④県内外での積極的な販売促進の実施
⑤各ＪＡとの連携強化とＪＡタウンを利用したネッ
ト販売の強化
⑥肉匠Jade金澤、ひゃくまんぞく亭の運営強化
【ファーマーズマーケットの店舗展開と運営力強化】
⑦Ａコープ店舗や農産物直売所を拠点とした「地産
地消」の推進ネットワークの強化

【コンプライアンス・リスク管理の徹底】
⑧コンプライアンス・リスク意識・知識の向上に向
けた継続的な研修の実施
⑨拠点巡回による食品表示、労働災害等重要リスク
への管理強化

【事業運営体制の強化】
⑩事業体制・職場管理体制の強化
⑪戦略的な人材育成プログラムの実践と適正な労務
管理
⑫固定資産の再整備

【一体化運営の取組拡大等ＪＡ農機事業への支援強化】
①能登北部での一体化運営の実践によるモデル確立
②他地区への一体化運営の提案
③ＪＡ農機センターの収支改善支援

④ＴＡＣ部門と連携した大規模経営体への対応強化
⑤各種講習会、販売・整備コンテストの実施
【低価格農機の導入促進】
⑥共同購入トラクタ（中型）の推進強化
⑦お買い得市の開催等中古農機の取扱強化

農 機 事 業

【効率的な施設利用に資するための施設建設および再編提案】
⑧広域集出荷拠点の新設・再編に向けたコンサル機
能の発揮

⑨既存共同利用施設の広域利用に向けた中長期ビ
ジョン策定支援
⑩環境負荷の低減や減災の施設・設備の導入推進
⑪プラント施工管理者の育成および各種資格の取得
⑫広域事業体制の整備・検討

建 設 事 業
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Ⅱ．石川県本部における事業別実施具体策
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肥料・農薬事業
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　令和 4年 2月 5日（土）、オンラインでのアレンジメント教室が金
沢港クルーズターミナルから配信されました。参加申込者数は定員を
超える大盛況となりました。
　講師に 2019 ワールドフラワーアートコンテスト世界第 3位の小
西拓氏をお迎えし、実演及びオンラインを通した参加者へのレッスン
が行われました。

北陸朝日放送×マルエー×奥能登原木しいたけ「のと115」
デジタル販促の実施　　園芸課

～旅立ちを祝う花、花言葉は「希望」～
エアリーフローラエアリーフローラ園芸課

オンライン

レシピ動画は

こちらから

しいたけ
和風パスタ

しいたけ
バターステーキ

　令和 4年 1月 29 日（土）～ 30日（日）の 2日間、イオンモール
新小松店にてエアリーフローラＰＲイベントが開催されました。イ
オンアプリ会員の方、もしくはエアリーフローラ Instagramプレゼ
ントキャンペーンに参加された方限定、先着 100名様にエアリーフ
ローラがプレゼントされ、参加者はエアリーフローラの色の豊富さ
や香りを楽しんでいました。
　また、エアリーフローラを使用したフォトスポットも設置され、
写真を撮る家族連れや若者達で盛況となりました。

石川県産オリジナル品種のフリージアで、その名前には「優雅な春の女神」という意味が込められています。開花の最盛期が卒業や
入学など新たな旅立ちの時期と重なることから、キャッチフレーズは「旅立ちを祝う花」、そして、花言葉は「希望」。フリージアと
いえば黄色が一般的ですが、エアリーフローラは現在、11 色で展開しています。

　令和 4年 3月 12日（土）～ 21日（月）まで、金沢駅コンコースにて、エアリーフ
ローラオブジェの展示が行われ、オブジェには約 2,000 本のエアリーフローラがふん
だんに使用されました。

　令和 4 年 2 月 9 日（水）～ 22 日（火）、マルエー全店にて北陸朝日放送とマルエーの 2 社とコラボした「のと
115」デジタル販促が実施されました。
　北陸朝日放送「美人レシピ」の番組内にて「のと 115」を使用したメニューを開発し、紹介。更に動画サイト
「YouTube」やレシピサイト「cookpad」にも公開し、ＰＲを図りました。
　また、番組のレシピ動画をマルエーでも配信し、県内消費者に「のと 115」の魅力を改めて知っていただく機
会となりました。

エアリーハッピーウィークエンド

フラワーアレンジメントオンライン教室

金沢駅での撮影スポットの設置

エアリーフローラエアリーフローラ

9

N e w s & T o p i c s

ルビーロマン研究会発足15周年記念碑の建立園芸課

　鮮やかな赤色と粒の大きさが特長の高級ぶどう「ルビーロマン」。石川県が 14年かけて開発・育成に取り組ん
できました。そのルビーロマン発祥の地である砂丘地農業研究センターにて「ルビーロマン研究会」団体設立 15
周年を記念し記念碑が設置されました。除幕式は３月４日（金）、生産者ら約 60名が参列し開催されました。
　「生産者と研究者の夢だった大粒の赤いぶどうが誕生
し、今では石川を代表する農産物になりました。今後
の産地の発展を祈念して石碑を建立しました。」とル
ビーロマン研究会大田会長より建立の経緯が述べられ
ました。石碑には「ルビーロマンの発祥地」の文字が刻
まれ、自ら揮毫をつとめ式に出席した谷本知事は「ル
ビーロマンは石川県を代表するブランドに成長したが、
これで満足せず、さらに品質のよいぶどう作りに取り
組んでいってほしい。」と今後さらなる成長に期待を寄
せていました。

みのる食堂 三越銀座店で
「石川県産食材フェア」を開催

開発
広報課

　令和４年３月１日～４月 30 日までの２カ月間、ＪＡ全農直営飲
食店舗「みのる食堂三越銀座店」において「石川県産食材」フェ
アが開催されます。フェアでは、「ひゃくまん穀」と「能登牛」を
使用した「和風ビビンバ丼定食」や「サーロイン定食」等の特別
メニューを提供し、石川県産食材のおいしさを県外の消費者に広
くＰＲします。
　また、期間中、石川県産特別メニューをご利用いただいた方に
「ひゃくまん穀パックご飯」１個を無料でプレゼントし、家庭でも
大粒で冷めても美味しい「ひゃくまん穀」を味わってもらえるよ
うな企画も実施します。
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みのる食堂 三越銀座店で
「石川県産食材フェア」を開催

開発
広報課
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大粒で冷めても美味しい「ひゃくまん穀」を味わってもらえるよ
うな企画も実施します。
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N e w s & T o p i c s

「つくろう！ ふやそう！！ 園芸産地！！！」
いしかわ園芸振興推進本部委員会 開催園芸課

ＪＡグループ
営農戦略室

　令和４年２月９日（水）、石川県農業会館６階大会議室にて、いしかわ園芸振興推進本部委員会が開催されました。
いしかわ園芸振興推進本部は、ＪＡグループ石川と県で構成され、昨年度に策定した園芸振興５か年計画である
第２次「つくろう！ふやそう！！園芸産地！！！振興計画」の実現に向け、園芸産地の拡大に取り組んできました。
会議では園芸品目の販売情勢報告のほか、重点推進品目である、ブロッコリー、かぼちゃ、白ねぎ、たまねぎ、
エアリーフローラ、切り花葉ぼたんについて、今年度の振興取組み状況の報告および令和４年度の方策を協議し
ました。次年度も計画の達成に向け、品目別に設定された振興取り組みについて、各産地で実践していきます。
また、各ＪＡが重点的に推進を図る１品目を設定し、園芸生産振興に取り組む「園芸振興アタック16」の取組み
の成果として、既存産地拡大や出荷量の増大、広域的な選果場利用の体制整備などの報告を行いました。
　ＪＡグループ石川はこれからも各関係機関と連携し、生産拡大と農業者の所得増大を図っていきます。

農機お買得市の開催

　3月 4日（金）～ 3月 5日（土）の 2日間、農機施設課特設会場において、農機お買得市を開催しました。
　コロナ感染予防対策を徹底して開催し、100名近くの方に来場いただきました。
　会場では、トラクタ・田植機・コンバインなどの中古農機や旧型・実演機を多数展示致しました。
　当日はメーカーやＪＡの農機担当者の協力もあり、中古農機を中心に多くの成約をいただきました。
　全農共同購入トラクタ (ＳＬ３３) につきましては来場者から問合わせをいただくなど大きな注目を集めていま
した。

　今後も中古農機の品揃え、低価格モデルトラクタ
の推進等を強化していきたいと考えておりますの
で、ご協力の程宜しくお願い致します。

農機
施設課

11

お知らせほか

　白山麓の雪解け水をたっぷりと含み、時間をかけて

栄養を吸収して育てた柔らかでアクが少ないのが特徴

の「加賀野菜」たけのこを使用しており、和風だしで

味つけし、白いご飯の中に具をたっぷり入れました。

　上質な味わいの山菜ごはん、自社で蒸し上

げたもっちりとした大納言赤飯、自家製だし

が効いたたけのこご飯の3種類の味が楽しめ

る春爛漫セットです。

「春の新商品」好評販売中！！！

米心石川　　　　　　　　　　　　　

ひゃくまん穀
おにぎり

石川県産たけのこ和風だし

春の
３種盛り
セット
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C on te n tsGreen Ishikawa

● ＪＡ全農　中期計画（令和４～６年度）
　ならびに令和４年度事業計画のあらまし
● 石川県本部 令和４年度事業計画
● エアリーフローラ
  ～旅立ちを祝う花、花言葉は「希望」～

● 北陸朝日放送×マルエー×奥能登原木しいたけ
 「のと115」 デジタル販促の実施
● ルビーロマン研究会発足１５周年記念碑の建立
● みのる食堂 三越銀座店で「石川県産食材フェア」を開催
● 「つくろう！ ふやそう！！ 園芸産地！！！」
　いしかわ園芸振興推進本部委員会 開催
● 農機お買得市の開催

▶News&Topics

●ＪＡホーム新築住宅のご紹介　● 米心石川 「春の新商品」好評販売中！！！•アレンジレシピキャンペーン
● 肉匠Jade金沢 ５周年　● ひゃくまんぞく亭 １周年　●ひゃくまん穀春のキャンペーン 

▶お知らせほか
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